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第 8 章では、総合討論として各研究結果の内容を総合的に考察するとともに、第 9 章で
は、本研究の成果をまとめ結論とした。本研究では、各種目の動作をバーベル上昇局面と
下降局面あるいは主関節伸展局面と屈曲局面を区分し、各局面を 2 秒間、動作 1 回の繰り
返しを 4 秒間で試行した。両局面における各筋の RMS 値を比較した結果、プレス系種目で
は各筋の比率は 0.5～1.0 の範囲であった。プル系種目やその他の種目においてもほとんど
の筋は 0.4～0.9 の範囲に入っていた。したがって、各筋ともに Eccentric 局面に比べて
Concentric 局面において高い RMS 値を示す傾向が見られ、本研究で実施した種目は
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